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うことに限って,H本 語教育の立揚か ら考察 してみることとする.
L教 材としてどのような視覚媒体が使われているか
L実 物
入門期 の教材 には具体的な ことばが多 く提示 され る.特 に入 門の初期 で
は,教 室内で常時 目に し,手にふれ ることのできるものが多い.た とえぱ,
机,い すp窓,壁,ド ア7本,紙!鉛 筆 時計,く つ,目,口}鼻,耳 》
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手,足
な どであ る.こ の ようなこ とば を教 えるとき,教 師は ご く自然に,そ れぞ
れの実物 を指 し示すのがふつ うである・教材作成者 もそれ を期待 して,こ
の ようなこ とば を冒頭 に出 している と思われる・教室内 につねにあ るもの
ではな くて も,容 易に教室へ持 ち こむこ とのでき る もの,た とえば,
かばん,ぽ う し,花,新 聞,雑 誌,手 紙、辞書
な どが教材 に出て くる と,教 師が それぞれの実物 を手 に して教室へ行 くの
もよ く見 かけ'ることであ る,ま た,
先生,学 生,人,外 国人,わ た し,あ なた、あのひ と
な どを教え る ときも,そ の場に実在する人物が指 され る.名 詞のほか,形
状,色 彩 を表 わす形容詞,
大きい,小 さい,長 い,短 い,白 い,黒 い,赤 い,青 い
な ども,.実物 について示 しなが ら教 え られ る・動詞 も教室 内で動作ので き
るもの,
立つ,こ しかける,歩 く,見 る・取 る・置 く,書 く,読 む
な どは,実 際にそれぞれの動作 を行 ない なが ら,こ とば を慎 ってみせ るの
がふつ うであろ う,さ らに,
これ,そ れ,あ れ,
な どの代 名詞 を使 って,
「これ は本 です.」
「これはテ ーブル じゃあ りません、」
などと言 った り,い わゆ る人称代名詞 を使 って,
だあの ひとは山田さん ですか.」
「あなたは どなたですか、」
な どと言 うときには,そ こに存在する物 または人 を指 し示 しなが ら言 うこ
とが・人門期の授業では,つ ねに行なわれてい る・
いま述べた よ うな揚合に用い られる実物が意識 して使 われ るときは,そ
れ を視覚教材 と呼ぶ ことが できる・ したがって・ 最 も一般 的に使用 されて
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いる視覚教材 としての媒体は実物であると言える、
2,標 本,模 型 な ど
教室内 に常時存在 しない もので,し か も教 室への持 ちこみが不 可能なも
の,ま た可能 であ って も教 室にふ さわしくない ものの場合,そ れ らの模型 ・
標本,お もちゃな どの類 が容易 に手 にはいる ときはそれが使 われる・
造花,く だ ものその他 の食 品の模造品,お もちゃのたんす・ いす・テー
ブル,ぬ い ぐるみ の犬 などが教室へ持ち こまれるこ とがある・ これ らは模
型 と見 ていい・ 使用 ずみの乗車券,切 手,電 報などは標本 である・ 中に
は,時 計の摸型の ように,実 物 よりも数倍 も大 き く作 った もの もあるが,
一般 に,模 型,標 本 の類 は クラス相手の授業では,あ ま りに小 さす ぎる こ
とと,何 で も問に合 わせ るわけにいかない こ とのために,限 られた ものに
のみ使われてい る.
教室 内で教 師σ)する身振 りによって示 され ることば,た とえば,
食べ る,聞 く,走 る,笑 う,重 い,痛 い,う れ しい
などの身振 りは,実 際 に行 な う動作 に対 して,模 型に相当す る もの と言 う
べ きであ ろ う,こ れ らもかな 堕しば しば用い られ る,
3・ 絵 画,写 真,ス ライ ドの類
視覚媒体 として,最 も広汎に事物を表示で きる もの は絵画,写 真,ス ラ
イ ドの類 である.教 科書 の課が進むにつれて,つ ぎの よ うなこ とば が語彙
に力口え られ、る、
雨,雲,風 晴れ る,降 る,吹 くな ど天候 に関す るもの
山,川,海,湖,滝 な ど地形 に関するもの
家,庭,学 校,橋,道,鉄 道,駅,公 園など建造物 に関す るもの
電車,バ ス,車,飛 行機,船 などの交通機関
まつの木,さ くらσ)花,犬,ね こ,、鳥,さ かななどの動植物
日,月,星 など天体 に関する もの
お とな,こ ども,と しよ り,男,女,父,母,兄,弟,姉,妹 な ど人 に
__62_
関す る もの
授業,勉 強,働 く,遊 ぶ,泳 ぐ,旅 行す るな ど行為 に関す るもの
病気,元 気,け がなど状態 に関す るもの
な どで ある,こ のよ うなものは対訳 を使わ ない とすれば絵や写真に よって
示すほか ない、
この種類 の媒体 をもっ とこまか く分 ける と,つ ぎのよ うになる,
八。教 科書 巾の さし絵
B,教 師が黒板に書 く線 画および図形
C,色 彩 を使 ってえがいた紙 芝居式フ)絵お よぴ掛図
D.絵 本 ・雑誌の 口絵 ・グ ラフ類 ・絵 はが きな ど印刷 された もの
E,種 々の印刷物 を切 り抜 いた絵や写真 を 目的 にそ うよ うレイ アウ トし
て貼 りつ けたもの
F.黒 白お よび カラーの印画
G.映 写 して見せ るス ライ ド
H.実 物幻灯機 によってス ク リーンに映写 された画面
4.映 画
映画は動 作 を示 し,状 態の変化する過程 を表わす など,す ぐれた視覚教
材 とな る媒 体であるが,日 本語の教科書に付随 した もの と して作 られたも
のはまだ 聞かない.わ ずか に,教 師の手持ちの8ミ リフィルムがたまに利
用 され る程 度 とい うのが現状 であろ う、
5,テ レ ビ
テ レビ番組 を教材に使 うとすれぱ,中 級以。Lに限 られ,そ の上,テ ープ
による録 画 を しなげれば有効 に使 えない とい う理 由のた め,こ れまでは教
材 と して利用 され るこ とが少なか った.1%6年 ごろか ら,録画 を簡単に行
な うことの で きる普及型 ビデオ ・テープ レコーダーが比較的安価 に手 には
い るよ うにな ったので,こ れ か らは多 く使われ る ようになる と思われる・






入門期に新出語 として出て くる単語には,前 にあげたように,直接視覚
に訴えて意味を理解させることのできるものが多いので,視覚教材によっ






が,初 期の授業ではよく見 られる・ たとえば,教 師が実物を示 して,本,
机,い す,鉛筆,紙,窓 などの単語 を言わせる・また,本 が机の上に置い




ると,す ぐに反応を示 して単語や文を言 うのである.教師は視覚教材を選
択,配 列することによって,意 図する単語や文を言わせることができる,
物を使って数をかぞえることや,形 容詞の言い方の練習などを行な うの







筆,い す,机 などをひ とつひ とつ指 し示 して,「これはなんですか・」」 と
聞 くな ら前項 の(1)の 練 習 と異 なるところはないが,「これ はあなたの本
ですか、」「い いえ.」 「わた しの本ですか,」 「そ うです・」 な どのようにす
れば,教 師の要求する肯定,否 定 いずれの答 でも引 き出す ことができる・
また,本 の選び方 によって 「あ なたの本 でもわた しの本で もあ りません.」,
「QOさ んの本です・」な どの文を言わせ るこ ともできる・ さ らに,「 あな
たの本 だ と思いますが よくわか りませ ん・」「あなたがいまOQさ んか ら借
りた本 です・」 な どとい う文 も,本 の使い方 で教師は 白由に引き出す こと
が できるのである,
絵 ・写真 な どを見せ て話 させ ることも,さ らに進んだ段 階では作文 を書
かせ るこ ともよく行なわれ る・
(3〉文法,語 法 を教 え るこ とを意図 して
文法 の解説 をす るため に図式 ・図形 ・略画な どを使 うこ とが ある.ま た
物 を使 って動作 を した り,絵 を見せ なが ら例 文を言 うなど して,語 法 を説
明す るこ ともできる.揚 所 を指示する助 詞 と しての 「に,で,へ,か ら,
まで」 などの使い分け,敬 語 ・待遇表現 な どの用 法を教え るときに も有効
に使 うことが行 なわれている.
(4)日本語 の背景についての理解 を深 めさせ るために
日本語 に よる語 釈によって,ま たは外 国語 訳 によって,意 味 を知 らせ る
こ とがで きても・その実 態を知 らせ ることので き な い ものが少な くない・
一般 の初 級教材に出て くる もののみ を見 て も,つ ぎの ような ものがある.
衣 ・食 ・住に関するもの一一 着物,帯,羽 織,は かま,た び。げた,ぞ
う勢,菓 子,も ち,つ け物,み そ汁,さ しみ,家,玄 関,床 の問,座
敷,縁 側,庭,ふ ろ』たんす,押 し入れ,戸 だななど
年 中行事 に関するもの一一 正月,ひ な祭 り,花 見,た なばた,月 見 など
生 産 に関するもの一 田植 え,か い こな ど
地理 に関するもの一 日光,京 都,奈 良,鎌 倉,箱 根,横 浜 など
以 上 のよ うに・視覚教材 に頼 らざるを得 ない ものは意外 に多い・多 くの
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教師 が,こ のよ うな揚合,実 物,絵,絵 はが き,地 図,写 真,ス ライ ドな
どを用 意 して,こ とばに よる解説以上の もの を与えよ うと してい る・映画
もたま に使 われ る・
(5)学習評価のために
以、.ヒ述べた ような視覚教材の用い方がそのまま学習評価 を意図 して行 な
われ ることが ある・そのほか・絵画 ・写真な どを見せて,作 文 を書かせ る
二となども行なわれ る,
m・ 教材 ・教授方法と視覚教材使用の関連性について
主要 な 日本語教育機 関ではそれぞれ 自己の言語観 に もとづいた教授方法
を取 ってお り,教 科書 もそれ ぞ れ の機 関で作成 した もの を使用 してい 券
したが って,教 授 方法 の一部 と しての視覚教材使用の度合いは各機 関によ
って異 なってい る・
現在,国 内 と東 南ア ジアか ら ヨー ロッパ にかけての国外で広 く使 われ て
い る国際学友会の 「日本語読本」Dは訳語 も訳文 も載せていない・この読本
に先行 して使用 され るNiho負goロoH蹴asikat卿には付録 として巻末 に
Ja国neso一・Engll5hVocabularyがあ るのみ でロ各課 中には訳語 も訳文 も
示 していない,こ れ らの教科書 を使用 して行な う授業で,学 習者 の母国語
が多種 にわた り,し か も共通の仲介語 が ない ときには,当 然視覚教 材が重
要 な役割 を担 うこ とになる・
学友会の教科 書のほか は,国 内 ・国外 を問わず,入 門期ではすべ て,各
課の新 出語に訳語 を与えている.全 訳 を与 えてい るもの もある.そ のよ う
な教科書のひ とつ,Naganuma'sBasicJapaneseCourse3}は音声言語 の
習得 を 目的 とした入門書で標準式 憶一マ字 によって書かれ,一 部英訳 を与
えている.こ の書には別冊 と してGramm肛 鋤dGlossaryが付随 してお
1)国 際 学友 会 日本 語 学 佼r口 本 藷 読 本 」 改 訂 版 巻1酎4,束 京 ・国際 学友 会,1957・
2)国 際 学友 会 阿本 語 学 校N正b面gonoHanasikata,東京,国 際 学友 会,1954・
3)長 沼 直 兄Naga4uma'sBasicJap組eseCDurse,東京,長 風 祉,"50・
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り,各 課の新出語句の英 訳 と英 文に よる文法的解説が与 えて ある、 この教
科書の著者長沼直兄氏 はその序文 で,"reformeddirectme出od"によ
って教 えるこ とを勧 めてい る、長沼氏 の主宰す る東京 日本語 学校で は,入
門期の学生 には予習 をさせ ない ことにな ってい る・そ して,教 師は学生 の
母国語 の使用 を 最少限 にとどめなければ な らない とされ ている勘 したが
って,新 出語 の意味の導入は教室で初 めて,日 本語 に よって行 なわれ るこ
とに なる.そ のため,こ の学校の入門期授業では視覚教材 は欠 くことので
きない ものであ り,事 実,そ のための教材 はかな り整 っている・
BasicJapanesefo∫C(〕11cgeS亡udeqts5)の著者 は,学 習者 に,新 出語の
意味 を教 科書 中の訳語 によって 自習す るこ とを要 求 し,教 師は新 出藷 につ
いては発 音の練習 を与 えるのみ でよい としている・(同 書htてoducdo且)・
そ の上,教 室作業 の大部分は,こ の教 科書の大部分を占める``drエ11S"の指
示 する ところに従 って行 な うもの とされてい る.こ の ような授業のば あい
に は,視 覚教材 に対す る依存度はあま り高 くない とい わ な け れ ば ならな
い,こ のほか,同 種 の教科書6}を使 って,指 示 された とお りの授 業を行 な




早大譜 研 の 目本語教 室では,初 級,巾 級 の教材の新出語に,英 語 と中国
語 ρ)2か国語の訳語 を与 えてい る.学 生 の中には英語 も中国語 もわか らな
4〉 長 沼 再.冗 講 述 「目本 語 教 授 法 講 義 」 〔勝 写 印 刷 〉,東京 日本 語 学 校,扮5S.P,沁8・
5〉TamakoNiwaandMayakoMatsuda,B且sic}apanoscfQrCり11egeStudent5,
Scatde,UniversityofW`ashingtoqpress,1964・
6)同 種 の 教 科 書 と して つ ぎ の よ う な も の が あ る ・
ELeanσ[II鼠呵 。rd¢Ω,Bo91min口apanese,Paftsl飢d∬,NヒwHaven,Yale
Univ已rsjtyP螂s》196忽
国 際 基 督 教 大 学 目 本 語 科,Mσdcrρ 」且pancsc面rUniversiしyS田dellts,partlp








以上見てきたように,視 覚教材を必要 とする授業と,あま り必要としな.
い授業があり,これ を教授法との関連か ら見ると,直接法的教授法を採用
するところでは視覚教材が重要な地位を占め,訳語によって意味を与える












戦前 ・戦中を通 じて 日本語教育の歴史に大きな足跡を残 した山口喜一一郎.
は,置 接法教授の唱導者であ窮 実践者であったが,そ の主著 「日本語教
授法原論」7ンで,単語解釈の一・方法として 「直観法」をあげ,それには 「言
葉に相当する実物または絵画 ・模型 ・標本 ・写真等によって,物 の形状 ・
性質 ・位置 ・数量等を直接に観察経験させて,そ の観念を得させる」示物
法と,「物の状態性質の変化や運動や人物や生物の動作や状態な どを直観
させた 窮 動作を実演させたりして,言 葉の意味を知 らせる」示事法の二.
7)山 口喜 一 郎 「日本 語 教授 法原 論」 束 京,新 紀 元 社,1943・
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っがあ ると してい る。〔pp、229.230)、そ してpこ の直観法 についてつ ぎの
よ うに言 ってい る、
直観法は,言 葉の解釈法 と しては,直 接 法プ)外国語教授では,最 も基
礎的 で入 門初 歩の揚合 に重要な ものであるが,以 上縷述 した如 く,種 々
不完全 な点が あ り困難な ところが あるか ら,当該 の談話 ・文章に対 して,
提示 され る実物実事な りが,よ く明瞭で適 当で完金で,そ して十分 でな








もないが,日本語 と他の言語の間には,それがほとん どないと言 ってよい.
モールス信号の符号 を覚えこむの と同じように,な んら関連のないものを
無理に結びつける勢力を繰 り返さなければならない・さいわいに 日本語 と
訳語を結びつけて記憶することに成功 した としても,多 くの訳語は原語の




意味領域を異にするものが多い.こ とに基本語 とされているものに,そ れ
が著 しい の であ る・訳語 として英藷が用いられる場合を例にとってみよ
う.
木,書 く,飲む,休む,遊 ぶ,高 い
な ど,いずれ もご く初期に出て くる単語で,そ れぞれの語に対応するもの
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と して一般 に容認され てい る英語が訳語 と し与 えられ る.し か し,こ れ ら
の 目本語 の1語 に対 して,い くつかの英 語 をあげなければな らない.反 対
に,英 語の1語 に対 して,い くつかの 目本語 をあげなければな らないもの
もあ る.coldに対する.「寒 い,冷 い」,また 「ものを取 る,散 歩す る,バ
スに乗 る,く す りをのむ,ふ ろにはい る」 な どの訳に使われ る ごakeがそ
うで あ る.
学 習者 が 日本語で表 現する場合を考え る と,自 国語 のことばの意味領 域
よ りも,対 応す るとされ る 日本語の二とば の意味領域 の方が広い場合のほ
うが,比 較的容易であ る、 逆 の揚合は,上 にあげた 亡akeの例 のよ うに,
1語 に対応す る訳語 と して・「取 る,す る,乗 る,の む,は い る」 と使い分
けなければ な らない,こ れは学習者 に とっては困難なこ とであ る,理 解す
るためな ら,「散 歩,バ ス,く す り,ふ ろ」 な どの名詞 さえ覚えていれ ば,
それ ぞれ の動詞 の意味は,入 門期程度 の文では,容 易に推量 できる.し た
が って,理 解 の た め な ら訳語 の暗記 も,さ した る不都 合を生 じないだ ろ
う..しか し,日 本語 のこ とば を適正 に使 い分 けるこ とを習 うためには,訳
語 の暗記 だけでは不十分 である・ ことばの使 い分けの習得 は練 習にまたな
けれ ば な らないが,練 習 に先行 して行なわれ る意味 の導入の際に,上 に述
べた よ うな困難 を回避す るような指導が与 え られ なければな らない.
た とえぱ,「 飲む一 の訳語 として,drinkを結 びつ けさせ るよ りも,口
本語 の 「飲 む」 の意味領 域 を与える二 とが で きれば,の ちに 「たば こをの
む,く す りをのむ」 などの 「のむ」 に抵抗 を感 じることもないであろ う・
また,使 い分 けで混乱す ることもないはず である.「 のむ」の概念的意味
領域 を与 えるためには,「 のむ」 は 「もの をrlから体内へ噛 まず に入れ る
ことである」 とい う概念 を示す に足 る種々 の場面 を視覚教材 で見せ なが ら
解 説す るのが よい.日 本語 による解 説が理解 できないな ら,次 善 の策 と し
て,外 国語で行な って もいいだろ う,数 個 の訳語 を与 えて混乱 を招 くよ り
は,遙 か にま さってい ると思われ る,解 説 を外国語 で与 える場合 にも,学
習者 の母 国語 と異な る意味領 域の抽象 的な説明のみでは,な かなか理解 し
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に くい ものであるか ら,や は り視覚教材 によって補 うことが必要で ある.
V。 語の意味と視覚教材の関係
ふつ う入 円期の教科書で取 り扱われ ることぱは,主 と して基本語 と呼ば
れ るもので,ど の教科書に も共通 している ものが多い8㌧ 提出順 が前後 す
る とい うこ とのほか,大 きなちがいは ない,大 別 してつぎの3種 類 とする
ことが できる.
1.学 習者 の身辺 にあ る具体 的,可 視的 な事物 ・形 状 ・状態 ・行為な ど
を指示する語,た とえば
本,雑 誌,新 聞,辞 書,大 きい,小 さい,赤 い,青 い,あ なた,わ た し,
食 べる,読 む,見 る,書 く
などであ る,こ れ らは指示 する ものが具体的 ・可視的であ り,視 覚に訴え
て知 らせ るのに最 も容易な ものである.し たが って,視 覚教材σ)選択 も使
用 も安易に行なわれや すい・けれ ども,語 の象徴す る概念 を与 え るた めに
は,注 意 して選 んだ数個,と きには10個以上 もの視覚教材 を順序 よ く配
列 して,合 理的 に使わなければ,効 果はない・ただ1個 の,有 り合わせ の
実物や絵 で も,口 本謙に対応す る学習者の母国語を引き出す こ とはできる
が,そ れ な らは じめか ら訳語 を与 えた と同 じである・視覚教材 が,訳 語 を
引 き出すための信号 である とい うに過 ぎない、
た とえば,目 本語 で時計 と名のつ くものワ)種類 をでき るだけ多 く見せ る
こ とによって,「 時計」 とい うことばが 「時 を計 るもの」 とい う概念の象
徴 であるこ とを知 らせ るので ある・教 師 と学生 の同種類の腕 時計 を何個 も
見せ,ま た,教 室の柱時計 を指 して,watchとc1Qckとい う訳語 を引 き
出 してみた ところで,「 目時計 〔5undl我1),』,「砂 時計 〔sandg工ass)」のよ う
に複 合す る 目本語 の 「時計」 の概念 は得 られ ないだろ う・置時 計や 目ざま
し時計の実物,棋 型あるいは絵な どを使 い,針 を動か して見せ るこ とによ





時計の例は一例にすぎないが,語 の意味領域 を示すということは,語 の
外延を示す ことであり,その語の適用される限界 を示すことである、相手
の母国語による訳語を教師が念頭において,そ の訳語に合致するような品




能 を示す ような見せ方,そ のものの置かれる環境 もわかるような示 し方を
しなければならない.個 々の実物を教卓上に陳列すればよいとい うわけで
はない・場合によっては,実物よりも絵画,写真の方が,そのものの存在す
べき位置,機 能を発揮している状態を明確にすることが でき るのである・





か ら計画的に収集 ・整理 しておかなければならない.
2・身辺の具体的,可 視的なもののうちでも,II,2,(4)であげたこと
ばのように日本独得の もので訳語のないもの,訳 語があっても訳語では実
態のわか らない ものがある・これらは実態を知 らなければ,実地に当った
とき,実物 とことばが結びつかない・また,絵 や模型のみでは大きさ,手
ざわ り,味などがわか らない.で きるだけ,体験によってことば と実物を
結びつけて学ぶ ようにしたい,日 本に在住する学習者の場合は,それを比
較的容易に行な うことができる,
3.基 本語彙の中には,不可視的な語も少な くない,た とえば,
仕事,思 う,知 る,好き,むずかしい,ほ んとう,終わる
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などである・これらは,語 の指示するところを直接視覚または他の感覚に
訴えて知 らせることは で きな い・ しか し,視覚教材 を使 って,上にあげ








って学習す る場 合 に は,学習者は文法的要素を持つ語 を単独に取 り出 し
て・その職能を文から切 り離 してせんさくする・視覚教材 を多く取 り入れ
た授業では,こ のようなことはお二らないはずである.




以 上 に述べ たよ うに,視 覚教 材に よって意 味の導入 を行 な うとい うこ と
は,個 々の物や動作・絵画 ・写真 な どによ って,訳 語 を引 き出す こ とでは
な く・そ の語の表 わす意味 の概念 を与 え ることである・そ こで,語 と意味
と視 覚教材 の相互の関係 をC・KOgdenと1-A.Rlchaエdsにな らって,
三 角形 を形成す る関係 として考 えてみ たい、OgdenとRichardsはThe
MEANINGOFMEANINGの 中でThou塾tQ【Refereac¢を頂 点 と
し,SymbolとRef¢rcn[をそ れ ぞ れ底 辺の両端 とする三 角形 によって,




に当てはめ るとすれば,「語」 と 「視覚教 材Jを それ ぞれ 底辺 の両端 とし,
「意味」 を頂点 とす る三角形 とな る.「語 」 と 「意味」の関係 は学習者 に と
っては未知の ものである・ 「語」の指示す る 「視覚教材」 は,教 師 の演示
によってある概念 を学習者 に形成 させ る、この概念が形 成 され て,は じめ
て学 習者 は与え られ た 「日本語」 とそれが象徴す る 「意味」 とをみずか ら
結 合する一 と考えるのである,
視 覚教材 として ど0)ようなものを整 え る か とい うことは,頂 点 の 「意
味」 と底辺の1角 の 「視 覚教材」 を結ぶ 辺の関係であ る・用意 した視覚教
材 をいかに使用するか とい う問題 は,「 語」 と 「視覚教材」 との関係 であ
る・与 え られた新出語の意味が,抽 象度の高 いもので あればあ るほ ど,視
覚教 材 と して多 くの もの を必要 とする.逆 に,周 知の固有名詞 のよ うに,
極 端に抽象度の低い ものは,ご く少数 の視 覚教材 で 「意味」 を示す ことが
可能で ある,抽 象度の高い ものの概念 を示すには,多 数の視覚教材 と「語」
を関係づ ける教師の演示が重要な要素 とな って くる.
あ る語 の意味 を与 えるため,特 定の物または動作 などを示す ことは,そ
れが写 実的であれば あ る ほど,結 果 は一般概念か ら遠 ざか ることになる・
た とえぱ,「飛行機」,「犬 」,「飲む」,「びん」な どの提示 で、現在就航 中
の機種 σ)飛行機 の写真 を見せ る と,一 般概念の 「飛行機」 ではな く,特 定
の機 種び)飛行機 を表 わす結果 となる,こ の場合,百科辞典 などによ くある,
ヲイ ト兄弟以来のあ らゆる機種 の 飛行機 を一覧 で 示す ものを使 うほ うが,
「飛行機」 の一一般概念 を浮 き上が らせ るのであ る,「犬」,「飲 む」,「びん」な
どについ ても同様であ る.
で は,は じめか ら写実的 なもの を示 さず,略 画を示 した らど うか,と も
考 え られ る・ 「飛行機 」,「犬」,「びん」 グ)ように,概 念 が教師 と学習者 の
間で共通 と見 られ る ときは それで もよいが,「 あい さつ」,「飲む」,「食べ
物」 な どでは事情が異なる,1枚 の略画 で示 された 「あい さつ」 の絵は,
「帽子 を取 る」 または 「握手す る」な ど,と 受取 られ ることが多い、 その
ほかの もの も 似 た ようなまちがいがおこる可能性があ る.し か し,い っ
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たん概念 と語が結びついたあとでは,略 画 ・線画などを概念を表わすもの
として使用することは,両者の間に了解が成立しているので差支ない,
VI.結 び
実 物は 目で見 るのみでな く,直 接 手でふれ るこ とができ,よ り具体的 に
体験す るこ とがで きるとい う点 で,す ぐれた視覚教材 とな り得 るが,実 物
を視覚教材 として使用 するこ とのできる場 合はご くわずかであ る,絵 画 ・
写真 ・スライ ドな どは具体性で は実物 に及ば ない けれ ども,時 と場所の制
約 を受 けるこ とな くなんでも示す こ とが で きる とい う点 で広 く使え る視覚
媒体 である・実物 ・模型 ・標本 はそのもののあるべ き環境か ら切 りは なし
て教室へ持 ちこまれ るのであるが,絵 画 ・写真 などで は,そ の物 が置かれ
た実際的 な環境 を示す こ とがで きる・ 例えば,「 い る」 とい う存在 を表わ
す語 を使わせ たい とき,教 室に実物 の犬 をつれ てきて も,「いる」 とい う
こ とばを使 う発想 は起 ら な い・ ま た,陶 器 で使 った犬の置き物 を見 せて
も,そ れがい かに写実的 によ くで きてい ても,「犬がいる」 とは言 えない.
しか し・ ある情景 の中で撮影 された犬σ)写真 を見たば あいには,ご く自然
に,「犬がい る」 と言え るのである.
また,写 真 は本来静止 した状態 で示す ものであるが,動 的な もの も,運
動 中の一瞬 を とらえて,そ の瞬間 の前後 に連 なる運動 を暗示す ることもで
きるので ある・ したがって,写 真 によって,存 在 ・進行 中の状況 ・動作 を
表わす こ とも可能 である・それは,形 容詞 ・動詞 ・副詞な どの意味 ・用法
を教 えるば あいに利用 できるとい うことである.
視 覚教 材は色彩 を表 わす ものが望 ま しい.ス ライ ドは,カ ラー フ.イル ム
を使 って も比較 的安価 で,映 写 によ って必要 な大 きさが得 られ る.ま た多
数 の資料 を整 理 ・保管 して,そ の 中か ら必要 なものを抽出す る作業に も便
利である・その点,ス ライ ドは最 もす ぐれ た視 覚教材 の条件 を備え てい る
と言 うことがで きる.
映 画は単に画面で動きを見せ る とい うことばか りでな く,ま た,視 覚的
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興 味の対象 としてのみで もな く,映 画 が独 自に持 っているs明 鵬"ceが視
覚 教材 として の価値 を高めてい ると言 わなけ れ ば な ら な い、映画のSひ
quenceは時制 を表 わす のに適 してい る、助動詞,接 続詞,間 投詞な どは,
映 画に よって最 も効果的に扱 うことが でき る,映 画の一手法 としての動画
も漢字教育に効果的に綻用する ことが できる,
目本 語の学習で,つ ねに問題 となる敬語 ・待 遇表 現は,こ れま でことば
に よる解 説ばか りに頼 っていたのであ るが,人 と人 との関係,場 面 敬語
を使 って話す時の姿勢 ・動作 ・表情 を映画 によって示せば,敬 語の使われ
るsituationが十分 に理解 され学習 を容易 にす る と考 える・
映 画 を教材 として利用 すれ ば よ い こ と は,こ れ まで よ くわか っていた
が,経 費 と労力の点に困難が あ り,な かなか実現 しなか った とい うのが一
般 の実 情であろ う.と ころが,目 本 では1%5年 にビデオ ・テープ レコー
ダ ーの 普及型機 が 数種発売 され るよ うにな ってか ら,事 情 は 一変 しよう
と してい る.ビ デオ ・レコーダー と付属 のカメラ を使用 す る こ と に よっ
て,こ れ までできなかった映画教材に代わ るビデオ教材の作成が容易に行
な えるよ うになったか らである・ 画面 の鮮 明度 と大 きさの点では ビデオは
映 画に劣 るけれ ども,現 像処理 を必要 としない こ と,音 声 との同調が容易
に行 なえ ること,連 続1時 間 の録 画が可能 なこ とは,こ の欠点 を補 って余
りある.機 械 とテープの購入費 は8ミ リ映画 よ り高価で あるが,16ミリ映
画 の施 設費 、ヒリははるかに安 く,そ の上消耗費 はほ とん どぜ ロに近い こと
も強味 であ る,
語研 目本語教室では,1966年8月文部省奨 学金留学生指導費で1セ ツ ト
を購入 した・現在まで,主 にテ レビ番組 を録 画 したもの を教材 とす る授業
を実験 的に行な っているが,ビ デオ ・カ メラによる教材作成 の実験 も近 く
行 なお うとしている.
語学 の4技 能 として,言舌す ・聞 く ・読 む ・書 くがあげられ るが,こ れか
らは,こ れに もうひ とつ 「視聴」 を加 えなければな らな くなるだ ろ う.テ
レビを視聴す る能力は,新 聞 を読む能 力 と同 じように必要 なものであるか
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ら,この能力を修得することを学習日標のひとつに加えて.もさしつかえな
いと、思う・NHKの ニュース ・ニュース解説 ・報道特集 ・教養番組などを
テレビ学習0)到達 日標とすれば,そ のほかの平易な番組 を常時教材として
使用し,目標への到達を図らなければならない・このような視聴学習のほ
かに,大 学で講義を聞 くことを目的として日本語学習を行な う学生の場合
には,講 義聴解の練習用 として,テ レビの中学 ・高校向教育番組 も教材 と
して利用できるのである,
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